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修正の理由

  売上高につきましては、

利益面

に改善した結果、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益は、前回発表予想

を上回る見通しとなりました。

 

（注）上記の業績予想は、現時点で入手している情報及び合理的であると判断する一定の前
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に改善した結果、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益は、前回発表予想

を上回る見通しとなりました。
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売上高につきましては、概ね計画通りに推移しており、前回公表値から変更はありません

につきましては、売上高の増加

に改善した結果、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益は、前回発表予想

を上回る見通しとなりました。
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業績予想の修正に関するお

最近の業績動向を踏まえ、平成 30 年 2 月

修正いたしましたのでお知らせいたします。

連結業績予想数値の修正

売上高 営業利益

百万円 

18,000 

18,000 

－ 

－ 

16,587 

概ね計画通りに推移しており、前回公表値から変更はありません

につきましては、売上高の増加

に改善した結果、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益は、前回発表予想

を上回る見通しとなりました。 
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概ね計画通りに推移しており、前回公表値から変更はありません

につきましては、売上高の増加に加え、生産性向上による原価削減の効果により大幅

に改善した結果、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益は、前回発表予想
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実際の実績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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生産性向上による原価削減の効果により大幅

に改善した結果、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益は、前回発表予想
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概ね計画通りに推移しており、前回公表値から変更はありません

生産性向上による原価削減の効果により大幅

に改善した結果、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益は、前回発表予想
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概ね計画通りに推移しており、前回公表値から変更はありません

生産性向上による原価削減の効果により大幅

に改善した結果、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益は、前回発表予想
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概ね計画通りに推移しており、前回公表値から変更はありません。 

生産性向上による原価削減の効果により大幅

に改善した結果、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益は、前回発表予想
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